
  

                                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

令和４年９月 

第４３４号 

 

 ８／２０・２１ 

公民館講座『粘土で動物を作ろう』 
個性的な作品ができました。 

天神窯で焼成。どんな仕上がりになるのか、 

楽しみです。 

 

 

神明神社の大杉の看板が完成しました。 

おもな内容 

・公民館講座「粘土で動物を作ろう」・・p1 

・鱒つかみまくりの開催について・ p２～３ 

・「夏休みの一日」      ・・p４～８ 

・神田の畑日記        ・・p９ 

・丸森だより         ・・p10 

 

・神明大杉についての学術研究報告会   ‥

p4 
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「
粘
土
で
動
物
を
作
ろ
う
」に
参
加
し
て 

 
 
 

 
 

 
 

 
日
吉
町 

 

小
倉 

富
晴 

 

有
名
な
彫
刻
家
、
天
野
裕
夫
先
生
の
指
導
で
、

作
陶
が
出
来
る
機
会
な
ど
な
か
な
か
無
い
と

思
い
今
回
参
加
し
ま
し
た
。 

 

何
を
制
作
し
よ
う
か
と
事
前
に
考
え
、
地
元

深
沢
の
貴
船
神
社
の
狛
犬
を
参
考
に
し
て
作

陶
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

当
日
渡
さ
れ
た
粘
土
は
重
さ
約
５
㎏
の
粘

土
の
塊
！
天
野
先
生
か
ら
簡
単
な
制
作
方
法

の
説
明
を
受
け
作
陶
開
始
！ 

日
吉
町
ま
ち
づ
く
り
で
の
作
陶
は
型
に
粘

土
を
詰
め
込
み
型
枠
か
ら
外
し
て
成
形
す
る
。

こ
の
方
法
は
誰
が
作
成
し
て
も
形
は
同
じ
で

す
。 今

回
は
自
分
の
独
創
性
を
発
揮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
な
か
な
か
手
が
動
か
ず
に

時
間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
を
見
か
ね
た
天
野
先
生
の
手
に
よ
り
情
け

な
い
顔
を
し
た
狛
犬
が
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
狛
犬
に
変
身
で
す
。 

 

自
分
の
独
創
性
の
な
さ
を
痛
感
し
な
が
ら

粘
土
と
悪
戦
苦
闘
し
、

作
品
が
完
成
。
焼
成
後 

の
出
来
上
が
り
が
楽
し

み
で
す
。 

 

機
会
が
あ
れ
ば
天
野

先
生
に
弟
子
入
り
し
再

度
作
陶
に
挑
戦
し
た
い

ね
。 

 

「
粘
土
で
動
物
を
作
ろ
う
」
に
参
加
し
て 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

猪
瀬 

市
子 

  

こ
の
二
日
間
、
と
て
も
と
て
も
贅
沢
な

時
間
で
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
も
大
人
も

一
緒
に
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
粘
土
に
向

か
い
合
い
、
集
中
し
て
制
作
。
そ
れ
も
二
日

か
け
て
、
粘
土
の
状
態
、
変
化
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
作
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

彫
刻
家
の
天
野
氏
が
一
人
一
人
と
ゆ
っ
く
り

と
関
わ
っ
て
指
導
下
さ
り
、
陶
芸
を
生
業
に
す

る
私
に
は
、
天
野
氏
の
言
葉
一
つ
一
つ
が
深
く

て
心
が
震
え
ま
し
た
。
（
美
大
生
で
も
な
い
の

に
） 

 

こ
の
歳
で
、
こ
ん
な
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

こ
と
に
、
ほ
ん
と
う
に
感
謝
し
か
な
い
で
す
。 

 

大
湫
に
移
住
し
て
二
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

町
の
公
民
館
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
よ
う

な
講
座
が
企
画
さ
れ
る
大
湫
の
文
化
の
レ
ベ

ル
に
も
感
動
し
ま
し
た
。
大
湫
に
移
住
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。 

 

次
回
の
登
り
窯
の
焼
き
も
楽
し

み
で
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

  

８
／
２０
・
２１ 

公
民
館
講
座 

「
粘
土
で
動
物
を
作
ろ
う
」 
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鱒
つ
か
み
ま
く
り
の
開
催
に
つ
い
て 

大
湫
若
手
チ
ー
ム
て
て
て 

棚
橋
哲
夫 

 

「
お
お
く
て
を
み
ん
な
で
誇
れ
る
ま
ち
に

す
る
事
業
」
で
、
ま
す
つ
か
み
を
子
ど
も
た
ち

に
体
験
し
て
も
ら
う
「
鱒
つ
か
み
ま
く
り
」
を

8
月
21
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
25
名
、
う
ち
、
子
ど
も
11
名
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
湫
町
に
あ
る
、
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
エ
リ
ア
瑞
浪
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
浅
い
池
を
ひ
と
つ
貸
切
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
、
思
う
存
分
鱒
つ
か
み
を
楽

し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
当
初
は
、
ご
は
ん

を
み
ん
な
で
焚
き
、
豚
汁
つ
く
り
、
鱒
を
食
べ

る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
止
ま

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
食
事
に
つ
い
て
は
中
止
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
貸
し

切
り
の
池
に
放
流
さ
れ
た
鱒
を
夢
中
で
追
い

か
け
る
姿
は
コ
ロ
ナ
に
怯
え
る
日
常
を
払
拭

す
る
よ
う
で
し
た
。
最
初
は
泳
ぐ
魚
を
こ
わ
ご

わ
見
つ
め
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
ど
の
子

ど
も
も
ま
わ
り
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
池

に
入
り
魚
を
追
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
か

な
か
鱒
を
掴
め
な
か
っ
た
子
も
終
盤
で
は
端

に
追
い
詰
め
て
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し

た
。 鱒

を
取
っ
た
後
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
キ
ャ
ン

プ
エ
リ
ア
瑞
浪
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
指
導
し

て
も
ら
い
、
鋏
で
内
臓
を
取
る
体
験
を
一
部
の

子
ど
も
た
ち
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ば
い

た
魚
に
鉄
串
を
差
し
、
炭
火
で
焼
き
、
各
家
庭

へ
の
お
土
産
と
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

今
回
の
企
画
は
大
湫
若
手
チ
ー
ム
「
て
て
て
」

で
企
画
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
エ
リ
ア
瑞
浪
は
池
の
水
温
上
昇
の

た
め
、
10
月
ご
ろ
ま
で
休
業
中
で
し
た
が
、
鱒

つ
か
み
ま
く
り
の
た
め
に
特
別
に
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

今
後
も
子
ど
も
向
け
の
企
画
が
目
白
押
し

で
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

「
鱒
つ
か
み
ま
く
り
」
に
参
加
し
て 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

三
戸 

啓
介 

 

雨
予
報
に
よ
り
、
小
学
校
の
奉
仕
作
業
が

中
止
に
な
っ
た
の
で
、
鱒
つ
か
み
を
見
学
さ

せ
て
も
ら
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
不
安
な
天

気
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
、
参

加
し
た
子
ど
も
達
は
ど
の
子
も
プ
ー
ル
の
中

を
泳
ぐ
魚
を
夢
中
で
追
い
か
け
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
魚
を
追
い
か
け
な
が
ら
泳
い
で

い
る
子
も
い
て
、
本
当
に
楽
し
そ
う
で
し
た 

そ
ん
な
子
ど
も
達
の
姿
を
見
て
、
自
分
が

子
ど
も
の
頃
に
大
湫
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
行

っ
た
、
魚
つ
か
み
を
思
い
出
し
、
昭
和
か
ら

令
和
に
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
同
じ
遊
び
で

楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
達
を
見
て
、
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

子
ど
も
達
が
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
鱒
の
裁
き

方
を
教
わ
り
自
分
で
裁
い
て
、
と
て
も
い
い
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経
験
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
炭
火
で
焼
い

て
い
る
時
も
子
ど
も
達
が
協
力
し
て
、
大
人

に
頼
ら
ず
や
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
が
あ
り
、

頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
焼
き
上
が
っ
た
鱒

は
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
命
あ
る
も

の
を
あ
り
が
た
く
頂
く
事
を
学
べ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
遠
出
が
し
づ
ら
い
状
況
な
の

で
、
近
場
で
夏
休
み
の
思
い
出
作
り
が
出
来

た
こ
と
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 
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「夏休みの一日」 

「夏休みの一日」の絵日記を描いてもらいました。 

幼児園の子には、絵を描いてもらいました。 

印刷すると、鉛筆の薄い所は少しみにくいですが、 

大湫公民館ロビーに展示しますので見に来てください。 

 

 

 

 

いきものたち   おぐりたいち 

おばあちゃんち   ひろたそうすけ 

 はなび     あだちこのみ 

かぞくでばあべきゅう さんこまな 
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足
立
結
香 
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秋
山 

千
歩 
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ラ
ジ
コ
ン
ハ
マ
ー 

ひ
ろ
た
し
ゅ
ん
ぺ
い 

 

あだちみなみ 
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                     令和４年８月２０日 

 

７月、８月丸森企画   
 

●丸森常設展示Ⅱ 『大湫宿面高屋=水野家に伝わっ

た軍盃（ぐんぱい)』 

【5/9～7/31】 
大湫宿のその後、明治以降の人々の生活を伝える、貴重な資

料です。 
  
●『涼を呼ぶ高原の風～丸森風鈴祭り』 【7/1～8/31】 

●円空彫りオーナメント、ストラップの寄付頒布 

 

８月 大湫宿の行事・出来事・丸森と来宿者の様子 
 

＊６日  みずなみ祈願大花火大会（市内各地） 

＊１３日  大湫町夏祭り花火大会                   
2022.8.20.現在 

 

◆  7月に入ってのコロナ禍第 7波の流行は一向に収まる気配はありません。しかし、ワ

クチン接種も進み、重症化のリスクが低いことから、全国的には飲食、観光への規制

も外され、むしろ振興策がすすめられています。 

◆  海外からのお客さん、旅行社企画のツアー客がほとんどない中、大湫宿は比較的

健闘しています。立ち上がった神明大杉モニュメントの見物と大湫に新たにオープ

ンした飲食店から流れてくる方々でしょうか。 

◆  感染予防の観点から、不特定多数の多くのお客様を集める企画が難しい今こそ、

コロナ禍が落ち着く時に向けて、新たな観光コンテンツの創造が求められます。 

 町 外 町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

 225   16   74   17   332  0 

R4,4月～ 2,285 オープンから 42,897 R1同月比 94.1％ 

丸森だより 

財産区議員の御紹介 

＊議長   三戸 憲和    ＊議員   西尾 達也 

＊副議長  渡邉 貴憲    ＊議員   加藤 晴夫 

＊議員   奥村 義二 

＊議員   棚橋 雅美 

   よろしくお願いします。 
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公民館講座 「石に絵を描こう」須山教子先生 

日時 ： ９月１９日（月・祝） 

  １０：３０～１２：００ 

場所 ： 大湫公民館 講堂 

受講料 ： 大人５００円  

       子供（中学生まで）無料 

 持ち物 ： 絵を描きたい石があれば持って来てください。 

 申込締切 ： ９月１５日（木） 

         申込、問合せ 大湫公民館 ６３－２３６０ 

  

 

フレイル予防の 3 本柱（運動・栄養・口腔）についてそれぞれの専門職からわか

りやすく予防ポイントや運動を学べる教室です。いつまでも健やかに健康寿命を

延ばせるヒントを一緒に見つけてみませんか？ 

 

 日 時 10月 12日・19日・26日、11月 9日・16日（いずれも水曜日） 

10時 15分～11時 15分（11月 16日は 13時開始となります。） 

 場 所 大湫コミュニティセンター 講堂 

 対 象 大湫町にお住いの 65 歳以上の方 

 定 員 15 名（予約制） 

 参加費 400 円 

 持ち物 フェイスタオル、水分補給用の飲み物、運動ができる上履き 

 

＊運動の可否について主治医にご相談ください。 

＊事前に下記までお申込みください。（定員になり次第締め切ります。） 

◎予約・問い合わせ    瑞浪北部地域包括支援センター ☏63-1015 
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大湫公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 
 

 
井上陽介トリオ ジャズコンサート 
日時 ： １０月１６日（日） 

          １６：００開演１５：３０開場 

場所 ： 瑞浪市総合文化センター講堂 

全席自由席 １，０００円 

大湫公民館にチィケット４枚あります。 

代金と引き換えます。ご利用下さい。 

 リ・アップ “ひよも”  

《９月のひよもの活動》 

９月はお休みします。 

 大湫宿お休み処 

９月の営業日 

11日・18日・25日（日曜日） 

19日・23日（祝日） 

※ 予約は、丸森（０５７２―６３―２４５５）へお願いします。 

 ご招待券あります １枚（２名様まで） 

（公民館にあります。利用される方は取りに来て下さい.） 

企画展 「技巧の洋食器」 

    日時 ： 7月 23日（土）～10月 10日（月） 

    場所 ： 瑞浪市陶磁資料館 

 

      
オススメ!! 大湫分室の本 

 
『基本調味料だけで作る毎日のお弁当』     

角田真秀：著   PHP：刊 

 食事作りで多いのが、「調味料が使いこなせない」という声。 

さ・し・す・せ・そ、のみのシンプルな味付けは飽きがこず、調理が楽です。 

7月の大湫分室 貸出人数：8人 貸出冊数：20冊 

 デマンド交通 

７月利用者（大湫～日吉東部） 

25便 延べ 29名（稼働率 20.8％） 

 青色回転灯防犯パトロール 

９月のパトロール予定者 

上旬 ： 須山 秀樹 ： 棚橋 雅美 

下旬 ： 木村 伸哉 ： 松浦 大哲 

皆さん、たくさん

利用して下さい。 

 



13 

 

区
長
日
記 

 

八
月
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
加
し
、
中
々
減
ら
な
い
状
況
が
続

き
七
月
三
十
一
日
の
大
杉
音
元
・
八
月
十
三
日
の
夏
祭
り
を
中
止
せ

ざ
る
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

今
年
の
夏
休
み
（
盆
休
み
）
は
行
動
規
制
が
無
く
旅
行
・
帰
省
等

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
も
有
っ
て
か
感
染
者
が
減
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
ど
も
達
に
つ
い
て
は
二
学
期
が
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
状
況

で
は
非
常
に
心
配
で
す
。 

 

皆
さ
ん
は
今
ま
で
以
上
の
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
予
防
に
努
め
て
下
さ
い
。 

九
月
十
一
日
の
秋
季
町
内
奉
仕
作
業
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
安
全
・
安
心
し
て
通
行
で
き
る
為
に
主
要
道
路
の
草
刈
り
・
危

険
木
の
撤
去
等
を
安
全
第
一
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

神
明
神
社
に
つ
い
て
は
玉
垣
が
修
復
・
設
置
さ
れ
始
め
、
祠
の
設

置
も
続
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
三
年
振
り
に
通
常
の
秋
の
例
大
祭
が
執

り
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

加
藤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

8
月
5
日 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

 
 

６
日 

祈
願
大
花
火
（
市
内
一
斉
） 

 
  

７
日 

戦
没
者
慰
霊
碑
草
刈
り
作
業 

 
 
 
 
 

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
草
刈
り
作
業 

 
 
 
 

10
日 

市
都
市
計
画
課
打
合
せ 

13
日 

コ
ロ
ナ
撲
滅
大
花
火
大
会 

 
 

15
日 

戦
没
者
慰
霊
参
拝 

 
 

22
日 

瑞
浪
高
校
地
域
連
携
プ
ロ
打
合
せ 

24
日 

第
一
回
公
民
館
・
丸
森
運
営
委
員
会 

26
日 

転
入
対
策
委
員
会
（
片
岡
氏
北
組
入
居
準
備
） 

30
日 

第
一
回
未
来
カ
フ
ェ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 
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二
九

二
六

二
五

二
三

二
一

一
九

一
七

一
六

一
五

一
一

九 八 六 五 三 二 日

木 月 日 金 水 月 土 金 木 日 金 木 火 月 土 金 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

第
二
回
未
来
カ
フ

ェ
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
分
の
日

交
通
安
全
街
頭
指
導

公
民
館
講
座

「
石
に
絵
を
描
こ
う

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
老
の
日

大
湫
太
鼓

釜
小
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

釜
小
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

秋
季
奉
仕
作
業

文
化
祭
実
行
委
員
会

転
入
対
策
委
員
会

民
生
委
員
会
議

財
産
区
全
員
会
議

大
湫
太
鼓

定
例
区
長
・
幹
事
会

予
　
　
　
定

令
和
四
年
九
月
行
事
予
定

不燃ごみ： ９/６(火) ：資源ごみ： ９/２１(水)

古民家カフェ橘は、都合によりお休みしています。 

９月中旬頃に営業再開される予定です。 

編集後記 
大湫町野田の田んぼの中の道。 

昨日まで咲いていなかった曼殊沙華（彼岸花）が１

５輪位咲いている。不思議な花です。葉が出なくて、

まずは茎を伸がばし花だけを咲かせる。次の日には 

３０輪位。またその次の日はもっと増えて、倍、倍と

咲いているようです。 

田んぼの緑色一面の中に真っ赤な曼殊沙華の花が鮮

やかです。 

明日はもっと咲いているかもしれません。 

葉が出るのは花が終わってからです。 
 


